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3P・2143　　 低 濃度 ブ タ ノ
ー

ル 水溶液か らブ ダ ノ
ー

ル の 高選

　　　　　　　択的膜分 離

　　　　　　○池上 徹，根岸 秀之，榊 啓 ＝

　　　　　　 （産総研）

【目的】石 油代替え液体 エ ネル ギ
ー
資源あ る い は基幹 化学原料 と な る ア ル

コ ール 類 を 生 産 す るた め の 原料 と して 、バ イ オ マ ス を積極 的に 活 用するこ

と が 不 可 欠 で あ る 。低 濃度 バ イオ プ タ ノ
ー

ル の 省 エ ネル ギ ー
型濃縮 技術と

して 、疎水 性 膜 を 用 い る浸 透 気 化 分 離 法 が 有望 で ある。木研究 で は 、ゼ オ

ラ イ ト 〔シ リカラ イ ト） 膜を 用 い る膜 分 離 法 に よ る低 濃 度 バ イ オ ブ タ ノ
ー

ル の 濃縮技 術の 確立を 目指 し、発酵液 中に共 存す る化 合物 が膜 分 離 性 能 に

及ぼす影響 を明らか にす る こ と を 目的と した。
【方法 お よ び結果 】

揮 発性化合物の 膜透過の 第
一

段階 は、それ らの分 離膜 へ の 吸着 で ある こと

か ら、発酵に よ る 生成 ソ ル ベ ン トの シ リカ ラ イ ト結 品 へ の吸 着量 を調べ

た 。そ の 結果、各 々 の 化合物単独で の 吸着量 はエ タ ノ
ー

ル く ア セ トン く ブ

タ ノ ール の 順 に 増大する こ とが 分か った 。しか しなが ら、こ れ ら の 競争吸

着条件下で は 、ブ タ ノール 吸 着量 は単独の 場合 と ほ と ん ど 変化 しな か った

の に 対 して 、エ タ ノール はほ とん ど吸 着せ ず、ア セ トン 吸 着量 は 激減する

こ とが 分か った。こ の こ とは 、ソ ル ベ ン ト共 存液を対象に した 膜分離で

は 、エ タ ノ
ー

ル の 膜透過 が僅少で ある こ とを示 唆す る。プタ ノール ／ア セ

トン 〆水 系を 対象 に して シ リカ ラ イ ト膜 の 浸透 気化分 離を行．・た結 果、ブ

タ ノ ー一ル の 透 過 濃度 は プ タ ノ
ー

ル ／水系 の場 合 とほ ぼ同等で あった が 、ア

セ トン の 透 過 濃 度 は ア セ トン t水系の 場合 よ り も著 し く低 下す る こ と が 明

ら か とな り、上 述 の 吸 着 挙 動 に対 応 した。発酵 の 中 間 生 成物で ある 酪酸を

含有す る場 合、水溶液 を pll　5以 上 に維 持 す る こ と に よ って、プ タ ノ ール

〆水
一2成分系の 場合と同 等の 透過 プタ ノール濃度を得 る こと が可 能 で あ った 。
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3P・2144 繰 り返 し回分培養に よる 宮古 島廃 糖蜜 か らの エ

タ ノ
ー

ル 生産 実証 実験
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【目 的 】10，000L容 発 酵 槽 を用 い て高 塩 濃 度 の 廃 塘 蜜 か らで もエ タ ノ ー
ル

生産 を効 率よ く行 え る こ と を 確認 す る。特 に 高 温 で も エ タ ノ ール の生 産性

を 高 く維持で きる凝 集性 酵母Saccharoieyces　cerevisiae　BA11 株 を 用 い て ．高温

で 培養す る こ とに よ り、冷却の ための エ ネル ギ
ー

負荷や 環境負荷 を低 減で

き、比較 的低 コ ス トで エ タ ノ
ー

ル 生産 が 可能 な こ と を示 すn さ ら1：　Jl タ

ノール の 精製 工程 で蒸 留シ ス テ ム と ゼ オ ラ イ ト膜を用い た脱水 プ ロ セ ス を

組 み 合わ せ る こ と に よ り、エ タ ノール 精製で 消費 され る エ ネ ル ギ
ー
消 費が

大 き く節 約 で き る こ と を確 認 す る。
【実 証 実験 結 果 】 10，000L容 発 酵 槽 で 繰 り返 し回 分培 養を 行った と こ ろ、
5 バ ッチ 繰り 返す こ と に 成 功 し、培養 温度 は 38℃ と高温 に も かか わ らず、

エ タ ノ
ー

ル 生産性 は 5g 几 ・hを ほ ぼ維持で き た ．また 工 タ ノール 発酵 を終

わって か らの 、凝 集沈 降性も 5 バ ッ チ まで ば 良好 に維持 で きた 。エ タ ノ ー
ル の生産 性の 計算 に は、菌株が沈降 して 上澄み を 蒸留 用 もろみ 塔 に移 し、
次 の 発酵 へ の 準備期 間も全て 含まれて い る。また高温で 発酵で き た の で冷

却 コ ス トが低 減で き、さ らに 精製工 程 シ ス テ ム で もゼ オ ラ イ ト膜 を謂 い た

こ と や、蒸留と の 連携で 熱回収を 利用す るな ど改善点 を見 lj．｝し、全体 と し

て エ ネ ル ギー効率は大幅に改善された 。
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3P・2146 バ イオ マ スの 高濃 度糖化に 関す る 基礎的検討
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【目 的1 これ まで 本研 究 室で は 、エ ノ キ タ ケ 廃培 地 を 原 料 と した キ シ リ

ト
ー

ル の 微生物 生産 にっ い て 検 討 して き た 。一
方、酵 母ifantlt・Plv，ilom），ces

dendrorhottsは キ シ リ ト
ー

ル を炭素源 と した と き グ ル コ
ー

ス よ り も 高収率で

ア ス タ キサ ン チ ン の 生産 が 可能 で あ っ た 。そ こで 、エ ノ キ タ ケ 廃培 地 か

ら生成 され るキ シ リ ト
ー

ル を原料 と して本酵母 を用 い る こと に よ り、効率

的な ア ス タキ サ ン チ ン 生産 プ ロ セ ス の構築が可能 と考 え られる。本研究で

は 、エ ノ キ タ ケ廃培地 を 原料 と した N．dendrorfiousに よ る ア ス タ キサ ン チ ン

生産っ い て 検討を 彳
：fった。

【実 験方法及 び結 果】 エ ノ キ タ ケ 廃培 地 の 加 水 分解は 、廃培地 の 5倍量

の 3％ 硫酸 を加え 121℃ で 60mhl の 条件 下で 行＝た。この 加水分 解物 の 上

澄み液 をpH 　7．Oに調製後、各種栄養源 を添加 し培 地 とした。墸養 は、5L
ジ ャ

ー
フ ァ

ーメ ン タ
ー

を用い て、最初にキシ リト
ー

ル 生産 を行．． た後、X．
dendrorlicusを植菌 し引 き続 きア ス タキサ ン チ ン 生産 を行 っ た。そ の 結果、
Candlda　magFnoiiae （FERM 　P−16522；AIST，　Tsukuba） によ り生産 されたキ シ リ

トール を炭素源 と して．Y．　dendrerhou．f に よ りア ス タキ サ ン チ ン 生産 が 行われ

た 。キ シ リ トール 15．2g ／Lか らア ス タキ サ ン チ ン 生産量及 び収 率は それぞ

れO、69   及 び0．46mg 一削 g
−xylitol が 得 られ、効率的なア ス 舛 サ ン チ ン

生産が行わ れた 。これ ら の こ とか ら、エ ノ キ タケ 廃培 地 を 原料 と した ア ス

タ キ サ ン チ ン 生産が 可能で ある こ と が 明 ら か に な った 。

【目 的】 バ イオ リフ ァ イナ リーは 、再生可能資源 を原料 として、バ イオ プ
ロ セ ス に よ りエ ネ ル ギ ー・化 学原料を 生 産す る次 世代 の基盤研究 と して 期

待 され て い る 。バ イ オ リ フ ァ イナ リーで は 、リグ ノセ ル ロ
ー

ス 系バ イオマ

ス の 加水 分 解 に よ りグ ル コ ース や キ シ ロ ース 等の 発酵性 の 糖類 を得 られ る

が、プ ロ セ ス の効 率上 高 濃 度 の 糖 化 液 を 得 る こ とが 特 に重 要 で ある c 本研

究で は 、こ の 観点 か ら コ
ー

ン コ プ （ス ィ
ー

ト コ ーン の 穂 軸 〕 の酸 加 水 分解

お よび酵 素塘 化に っ い て 基礎 的検討 を行 っ た 。
【実験方法 及び結果 】 コ

ー
ン コ ブ の加 水分解 は 、コ

ー
ン コ ブの 10倍量 の

種 々 の 濃度 の 硫酸を 添加 し、ユ21 ℃で 60min 反 応 させ た。そ の結 果、1 −
3％ 硫 酸 を用 い た と き 100g 〆L の コ ーン コ ブ混 合液 か ら 25 − 26　gL の キ シ

ロ ー
ス を含む加 水分 解液 が得られ 、ヘ ミ セ ル ロ ー

ス 成分 の 約 80 ％ を キ シ

ロ
ー

ス と して 回収 された．また、全量の 約50％が不 溶性成分 と して 残 っ
た α）で、酵素糖 化に つ い て 検討 を行 っ た．酵素糖 化は 、r1．ψ6塵伽 ∫ niger 及

び   跏 讒 α謝 4θ由来 の セ ル ラ
ー

ゼを用い た。穂化反 応 を比較 した結 果、
籍 伽 幽   礪 山来 セ ル ラ

ーゼ を用い た とき良好 なグル コ
ー

ス 生 成が起 こ

り、コ
ー

ン コ プ残渣 LOg にセ ル ラ
ーゼ 0．5％ を添 加 したとき残渣 中の 約60％

が グ ル コース に転襖 された。これ らの ことか ら、leo　g の コ
ー

ノ コ プか ら

酸加 水分解に よ り26g の キ シ ロ ース 、引 き続 き行 っ た酵素糖化 に よ り30g
の グ ル コ ース が得 られる こ とが 明 らか と な った 。また 、脱 リグニン処理等

の前処理 に っ いて も報告す る r・定 で ある。
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